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ビニールハウス利用による鶏糞乾燥の消臭試験  

各種木炭による消臭試験  

殿内正芳＊・清水串次＊・永田信一＊・杉浦劉治＊＊  
遠藤正男＊＊・空林院源治＊＊  

Studies on Odor Controlof Drying Poultry  

Manuresin a VinylHouse  

Odor Controlof Poultry manures by various charchoI   

MasayoshiToNOUCHl，KojiSHIMIZU，ShinichiNAGATA，  

GinjiSuGIURA，Masao ENDつand GenjiUNRININ  

（要   旨）  

ビュー′レ、ウス利川の対〉弘乾鰊に二㌢ゴけるi盲！j具について，」こ歳の種別別効児を；Iミッリノ＞℃で調  

査した。清竹灘と枚数庚七比較すると陀武藤式ともに粗放炭が優った。ヤシ胤 ゴム嵐甜〃【f  
炭の比較では魔式湿式とも戯作炭が優った。樹皮炭と米栂成層の比腋では乾式がほは同じ，洞  

穴でほ鋸屑が攫った。つぎに鋸屑粗製活牲択，柄倭∴ 緋I一蹴，担才皮択の漁合物，および鋸屑炭  
と軌酸鉄の混合物の5稗貫如こついて比較すると．湿式では封弓屑粗製活性軋鋸屑炭，駅間鉄8重  
合択ほほば同じで良く，次いで甜増床，炭の混合物，柄炭であった。木炭は総べて7’ン・モニア  

ガスのtOO％通過り，後は不安定の状掛ごあって〝スり吸薫と収拾作何が反潤する〕  

臍炭，楢風 樹皮炭，成風 木酢液，硫瞭鉄等である  

3・胴衣項目 天帆 外気温，ハウス内温阻 炭層猟  

掛 澗臭槽の下乱 上部およぴポット内のアンモニアガ  
ス（北川式iて空ガス検知㌍でB管を使用，午前10時潮  
定）  

試験結果および考察  
1 活性炭と籾殻炭の消臭試験  

（1）材料 ポγトAは活性炭4‘．752g，厚さ11即，ポ  

ット臥は，清性炭2，8β，526g，博さ11仁一n，ポットCは  

粗椴灰3g 504g，厚さ】2em  

（2）期間 49勺三5月31日～6月23日は乾式，6月24日－  

7月22日ほ湿式で糟内に木酢液100g，各ポットに2β  

を散布したり  
（3）試験粁刃ミ ポットAほ試験開始後3Eほでは通過率  

が40％以下であったが，4日目にほ70％となり以降13日  

間は約23～80％の聞を」二下しながら経過し，14日目には  

100％の通過となった。その後4日間は90～71％で経過   

ま え が き  

ビニールハウスを利用した親糞乾燥の際，木炭を利用  

する消臭方法についてほすでに，東京畜試研究報薔箭14  

研こ撞焦した。今回はさらに木炭の種籾別およぴそれら  

の混令物ならびに鋸屑の消臭効果について阻林省林業湖  
験場の協力を得て試験を行なった。  

試験材料および方法  
1．ビニールハウス，消臭槽および鶏糞の乾燥力法など  

：ま東京商試：試験研究調査報皆第12号．雛13号および東  

京畜訳研究報告第14号を参照きれたい。  

2・消臭槽ほ主に1．8mXl・8mXO．9mを恍用した。糟  

内に直径18．4cmのビニール管を長さ30cmに切断し，一端  

に針金を十字に通しその上にサラソの網を敷いて庶とし  
たものをポットとして入れ，†j‡試材料をその中に入オ1，  

周囲は他の木炭で充嘱した。  

3・供試材料 活性炭，粗殻灰，ヤシ択，ゴム嵐 錐－」   

＊東京都畜試験場浅川分場 八王子市東浅川546－l   

＊ホ農林省林業試験場林宛化学部 東京都目黒区下目黒  
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凶1活性炭と粗放炭の消臭．試験  

し5口巨1には133％の泡過となったっ」ミットI＝まAより  

悪く4日日から70％以上で経過し，10日附こ138％とな  

った。その後4～5日の間隔ヤ100％以上の通過日があ  

るょうになった。ポットCは試験開始から乾式眉ほでの  

問Z4日間最高の通過率は80％で平均41％で良い状態で経  

過した。洞式期ではポットAは約1．5El間iま通過なく，  

4E用に150％の通過となり，以降約3日間隔で100％以  

上の通過になる状況で鉾過したn ポットBほ2．5日間は  

通過なく，4日日に150％となり，以降4～5日の間隔  

で100％以上通過日がある状況で経過した。ポットCは  

3・5日間通過なく，11日目に106％の通過となり，以降ほ  

不規則の状態で100％以上の通過となる状況で経過した。  

アンモニアガスの通過量の状況は国1のとおりであるク  

2．針葉樹炭，ヤシ炭，ゴム炭．鉱層劇の消臭試験  

（1）材料 消臭槽には約3emに切断した針葉樹炭110kg  

を木酢液84βに疫潰吸収させ充填，ポットAほヤシ炭3  

g．2，120g，ポットBはゴム炭3β．900g（AB共に  

粗放で32メッシュ），ポットCは鋸厨炭3β，780g  

（2）期間 49年7月23日～8月6日まで乾式，8月7［1  

”13Eほで湿式，各ポット全体に80βの木酢液を散布（  

（3）試験絹果 消臭槽，ポットA，Bは開始より4日胃  

に100％は以上の通過となり，その後は2日間隔で100％  

をこす通過日が周よれた。ポットCは100％の通過日ほ  
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なく．9日日に最高92％の通過率が現われ，平均通過率は  

図2 普通木炭，ヤシ炭，ゴム灰，甜府炭の消臭試験  

66％程度であった。海式になってからの消臭槽は7日目  

に125％となり，それ以前は6～56％の通過率であったゥ  

ポットAは木酢液散布後も200％以上の通過率を示し，  

翌日に至り56％となり3日目はまた100％を越える状況   

kenkyu05
テキストボックス
図2　普通木炭，ヤシ炭，ゴム炭，鋸屑炭の消臭試験

kenkyu05
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なく，9日目に最高92%の通過率が現れ，平均通過率は



根内・清水・永田他：ヒニールハウス利用による鶏糞乾燥のテ肖臭  

であった。ポットモ＝ま散布後も200％以上の通過で翌日  

も100％を越え．次の2日間は平均73％と低下したが次  

の日は100％を越える状況で良い結果ではなかった。ポ  

ットCほ散布後5日目に100％の通過とたり，それ以前  

は平均約47％の通過であって，鋸屑脱が優れていた。ア  

ンモニアガス曙粗造状況ま図2のとおりである∧  

3．広兼樹炭，樹皮尻 鋸屑にエる消臭試験  

（1）材料 消臭槽には広葉樹炭40kgを木酢液28ゼに渡渉主  

吸収させ売払 ポットAは樹皮炭4β，ポットBは米栂  

班増・l▲  

（2）期間 埴年7月22日～8月5日まで乾式．8月6［】  

～13日まで湿式，木酢液40βを散布，ビニー・リレハウス  

5．4mX2．7m，消臭槽0．9mXO．9mXO．9mのものを使  

用  
（3）試験結果 消炎槽は3仁＝二ほでは0～64％の通過で  

あったが，4日目より高くなり6日F＝こほ150％となり，  

以降は100％以上の通過日が多かった。ポットAは3日  

卜lに135％の通過となり．それ以降ほ100％以上の通過口  

が多い状況で経過した。ポットBは4日日に100％通過  

となり以降100％以上の通過日が多い状況であった。隠  

式にしてからは消臭槽でほ2日間は良く，3」日 巨＝こに  

225％の通過となった。以後4日間ほ低下したが．翌∩  

は100％となった。ポットÅもほぼ同様の経過であった  

が消臭槽よりやや悪い状況であった。ポットBは4日間  

0”32％と良く，7日目に116％となった。アン′モニ7  

カ、スの通過状況は図3のとおりである。  

4・栖鳳鋸屑隠 その他各種混合物による消臭試験  

（1）材料 消臭槽は7月22日より任用の木炭に木酢液60  

βを政和 ポットAは鋸屑粗製活性炭3βに木酢液2β  

を敬礼 ポットBほ3Ⅵ以下楢炭3βに木酢1，5g散布．  

ポットCは鉱層炭3βに木酢液2β散布，ポットDは鋸  

屑駅，楢炭，粗製活性阻 樹皮炭の泥合物3βに木酢液  

2βを散布 ポットEは鋸屑炭3βに木酢液2針散布し  

たものに硫酸鉄200ccを混合  

（2）期間 49年8月1引ヨ～9月7日まで湿式  

（3）試験結果 哨兵槽は開始より3日間は0～16％で，  

7日目に137％の通過となり，以後は2日間隔，あるい  

は7日間桶野不規則の状態で100％以上の通過日が現わ  

九その間は不規則に上下して経過している。ポットAは  

6日間通過量なく，7日日には1（氾％の通過となり以後8  

日間ほ平均57％の通過で，翌日は100％となり，その後  

は2～3日間隔で100％の通過で経過した。ポットBは  

4日間は0～50％の温過で 6日目に100％となり，以  

後は1日間隔で100％以上2回繰返し，次の各日間は平  

均70％の通過であった。翌日は150％の通過率となった  

が，二柑び平均70％程度の通過率となり，その後再度100  

％以上の通過率になるといった状況で経過した。ポット  

Cほ開始後4日間は通過豊なく，7E＝］に125％の通過  

となり，以後6日間は平均55％の通過で．翌日ほ100％  

を越え，3日後からは低下し平均51％の通過率で経過し  

た。ポットDは開始後2El聞出亀週足なく，3日日より  

11El問は平均60％の通過率で，翌日102％となり，以後  

8日間は平均64％の通過で，そり翌日は100％の滴過と  

いった状況で経過した。ポットEは開始後5日間は通過  

撮なく，8日目に145％の通過翠となり以後5日間は平  

均4S％の通過で翌日は102％となり，以後4日間は平均  

62％の通過となり，翌日は再び125％となり，以降6日  

間平均74％の通過率で経過した。   

この5組の中で除去率100％の日数の多いのはポット  

A，E，C．D，Bの順であり，通過率が100％以上に  

初めて適した日数の長いのはD，E．C．A．Bの咽で  

あり，通過率の100％を越す脱着状態と100％以下の吸邪  

状態間隔の状況は概してD，E，次いでC，B，Aの順  

で，この間の平均通過率の低いのはC54％，D58％．E  

61％，A67％．B68％であった，アン㌧モニ7ガスの通過  

勧土間4のとおりである。   
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図3 広葉樹風 樹皮庚，鋸屑による消臭試験  
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月  日 翫41515  
天  條  ◎ ○ ◎ 

24 25  

0 ●  

ユー．524．5  

50 38  

38 26  

タト 気 32 30．5 27．5  
ハウス内 3546 35  
炭層内 27  31 30  

繋12∞k9入  
官水率9ト85％  

1那質入替  臭気∃萎まる  1那蛮人替  

辰が雨でi零れる  

図4 楢炭，鋸屑灰とその他各椰梶食物による消臭試験（アンそニ7ガス）   




